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早 発 閉 経婦 人 に 詮 け る 漢方治療 の 試み

東京医科歯科大学医学部産婦人科 学教室

○小山嵩夫 ， 大原基弘 ， 麻生 武志

　目的 ：挙児希望で な い ，早発閉経婦人 へ の 対応は比較的難 しく，
こ れ A で は時 々 月経 を発

来さ せ る程度で
， わが国の 医療に お い て は ， 原則 と して放置 さ れ て きた 。 しか し早発 閉経 は ，

卵巣の機能 低下 の 問題 だけ で は な ぐ， 代謝 を含 め だ 全 身的な問題 を多 く含 ん で 齢 り， 計画的

な対応が望ま れ る領域で あ る o

　方法 ： 1 年以上無月経 が続 い て い る
， 挙 児希 望 で な い 22恥 36才迄 の 婦人 5 例 を対 象と しだ 。

婦人科的諸 検査 （卵巣機能評価を含む ）終 了後 ， 当帰 芍薬散 ，
八 味地 黄丸，補中益 気湯 ， 温

経湯な どの投与を 4ケ 月間行い ，そ の後数 ケ 月間休薬 した 。 治 療前， 4 ケ 月間投薬終了直前，

休薬後 に お い て
，

血中 estradiol （E2 ），　 FSH
，

血液生化学 ， 更年期症状 な どを 中心 と し

た 臨床症状に つ い て検討 を 加 え fz。

一
部症 例に　 kV ＞ て は 骨量の 推定 も実施 した 。

　成績 ：治療前の 血中 E2 は 全例 と も 10pg ／me 未満 ， 血中 FSH は 42〜96mIU ／me と，高

度の卵巣機能不全 を推察 さ せ た 。 卵巣へ の 刺激ホ ル モ ン で あ る human 　 menopausal 　 go
−

nadotropin （hMG ）の 連 日投 与 に 反 応 しそ うな症 例 は 3例 認 め られ た が
， 挙児希望 で ない

こ と ， 費用 ， 通院時間 な どの 点 で 負担 が 大 きい こ と な どか ら実施 せ ず ， 漢方治療 を行 っ た 。

八 味地黄丸投与例 に 1例，治療終了時 に 血中 E274pg ／m4 ，　 FSH18mlU ／me と卵巣機能

の 回復が認 め られ た 。 全例 に お い て
， 各 々 の 臨床症状 （例 ：腟炎症状 ， 腰痛， 頭童感，

い ら

い ら， の ぼ せ ， 疲 れ や す さ など ）は ， あ る程度は改善 され て お り， 臨床的 な有用性 も示唆 さ

れ た 。 骨量に 関 して は第 2中手 骨 MD 法 と第 3腰椎 の QCT に て 推定 を行 っ flが ， 測定 した

症例 に つ い て は平均 値 よ り　20〜30％の 減少 を示す もの が 多か っ だ 。 しか し今回の 漢 方薬投与

を含め た
，治療期間中 に 急速 な 滅少 を 示 す 例 は な か っ た 。

　考察 ：長期間の エ ス ト ロ ゲ ン の 分 泌低下は ， 更年期症状 の み で な く， 骨粗鬆症，脂質代謝

系に 大 きな負担を与え る こ と が判明 して 澄 り，
そ の 対応 と して

，
こ の 様 な症 例 ts よ び 閉経 婦人

に お い て ，長期 エ ス ト ロ ゲ ン 補充療法が 採用 さ れ つ つ あ る 。 しか し治療 期間 も長 く， 漢方治

療 も， 今 回 の 結果 か らみ て も， そ の 対応 の 1つ として 考慮 して よ い で あ ろ う。
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